
は
じ
め
に

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
覚
（
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之
次
第
）」（
以
下
、

「
次
第
」
と
す
（
（
（
る
）
は
、
大
坂
落
人
（
豊
臣
方
敗
残
兵
）
の
早
川
太
兵
衛
の
戦
功
覚

書
で
あ
る
。

本
史
料
は
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
五
月
七
日
に
お
け
る
大
坂
夏
の
陣
の
激

戦
の
一
つ
で
あ
る
岡
山
表
の
戦
い
に
つ
い
て
、
豊
臣
方
の
視
点
か
ら
書
き
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
実
際
に
戦
闘
に
加
わ
っ
た
当
事
者
な
ら
で
は
の
、
生
々
し

い
実
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
大
坂
の
陣
後
に
早
川
太
兵
衛
が
、
岡
山
表

の
戦
い
に
お
け
る
鑓
相
手
で
あ
っ
た
加
賀
藩
士
た
ち
と
、
敵
味
方
を
越
え
た
関
係
を

結
ん
で
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
豊
臣
方
の
戦
闘
の
経
過
や
、
戦
後

に
お
け
る
落
人
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
方
が
敗
者
で
あ
り
、
関
連
史
料
が

ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た

め
、「
次
第
」
は
、
豊
臣
方
の
戦
闘
や
大
坂
落
人
の
そ
の
後
を
確
認
で
き
る
、
貴
重

な
史
料
と
言
え
る
。

実
は
、
こ
の
「
次
第
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
「
大
坂
合
戦
覚
書
」（
以
下

「
覚
書
」
と
す
る
）
と
い
う
名
の
史
料
が
、『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
（
（
（
編
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
史
料
を
比
較
す
る
と
記
述
に
若
干
の
相
違
が
見
ら

れ
、「
次
第
」
に
は
「
覚
書
」
に
は
な
い
、
独
自
の
史
料
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、「
覚
書
」
と
の
相
違
点
を

示
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
「
次
第
」
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
て
、
大
坂
の
陣
研
究
の

素
材
を
追
加
し
た
い
と
思
う
。

一　

早
川
太
兵
衛
の
経
歴

は
じ
め
に
、「
次
第
」
の
主
人
公
で
あ
る
、
早
川
太
兵
衛
の
経
歴
を
確
認
し
た
い
。 

太
兵
衛
の
経
歴
に
つ
い
て
は
母
利
美
（
（
（
和
や
柏
木
輝
久
の
研
（
（
（
究
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
早
川
太
兵
衛
は
実

名
を
「
勝
正
」
と
い
い
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
、
丹
波
国
を
拠
点
と
す
る
小

早
川
家
に
生
ま
れ
（
（
（
た
。
勝
正
の
父
・
光
重
は
明
智
光
秀
に
仕
え
た
後
、
各
地
を
転
戦

し
た
。
勝
正
の
前
半
生
は
史
料
上
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
出
来
な
い
。
時
期
は
不
明
だ

が
、
太
兵
衛
の
叔
父
の
小
早
川
元
重
が
小
早
川
家
を
相
（
（
（

続
す
る
の
に
伴
い
、
勝
正
は

分
家
・
独
立
し
て
「
早
川
太
兵
衛
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
慶
長
一
九
年
（
一
六

一
四
）、
徳
川
家
と
豊
臣
家
の
関
係
が
悪
化
し
戦
が
不
可
避
な
状
況
に
な
る
と
、
太

兵
衛
は
大
坂
に
入
り
、
籠
城
戦
に
参
加
し
た
。
二
度
の
大
坂
の
陣
で
は
御
宿
正
友
の

騎
下
に
属
し
、
同
二
十
年
に
お
け
る
岡
山
表
の
戦
い
で
は
、
御
宿
の
部
隊
は
加
賀
藩

主
前
田
利
常
の
軍
勢
と
激
突
し
、
太
兵
衛
も
利
常
の
家
臣
と
鑓
合
わ
せ
し
て
い
る
。

史
料
紹
介京

都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
覚
（
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之
次
第
）」
の

翻
刻
と
基
礎
的
考
察

堀　
　
　
　
　

智　
　

博
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大
坂
の
陣
は
豊
臣
家
の
敗
北
に
終
わ
り
、
戦
場
か
ら
落
ち
延
び
た
太
兵
衛
は
、
丹

波
国
桑
田
郡
野
々
村
、
次
い
で
山
城
国
葛
野
郡
小
野
に
身
を
隠
し
た
が
、
敗
者
と
は

な
っ
た
も
の
の
、
組
子
の
者
た
ち
の
大
坂
の
陣
で
の
戦
働
き
が
評
価
さ
れ
な
い
ま
ま

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
無
念
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
太
兵
衛
は
、
岡
山
表
で
鑓

を
合
わ
せ
た
前
田
利
常
家
臣
の
い
る
加
賀
ま
で
祕
か
に
出
向
き
、
鑓
合
の
相
手
を
見

つ
け
出
し
、
自
身
と
組
子
た
ち
の
戦
功
の
確
認
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
太
兵
衛

が
、
捕
縛
さ
れ
る
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も
、
戦
功
の
証
明
に
こ
だ
わ
っ
た
背
景
に

は
、
大
名
家
へ
の
仕
官
を
叶
え
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の

大
坂
落
人
は
、
幕
藩
領
主
に
と
っ
て
警
戒
対
象
で
あ
り
、
い
つ
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
未
だ
世
情
不
穏
な
中
に

あ
っ
て
、
大
名
達
が
落
人
の
戦
功
を
高
く
評
価
し
、
秘
密
裏
に
彼
等
を
召
し
抱
え
る

事
例
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
太
兵
衛
は
こ
う
し
た
事
例
を
見
知
っ
た
た
め
、
自

身
の
戦
功
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
年
代
は
不
明
な
が
ら
太
兵
衛
は
播
磨
姫
路
で
本
多
忠
義
に
仕
官
し
、
知

行
合
力
米
一
〇
〇
〇
石
を
得
て
い
る
。
加
賀
藩
士
と
の
間
で
戦
功
確
認
を
行
っ
た
こ

と
が
、
仕
官
に
あ
た
り
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
。
本
多
家
は
幾
度
か
の
転
封
を
経
て

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
陸
奥
白
河
城
主
と
な
る
が
、
太
兵
衛
も
主
に
従
っ
て
白

河
へ
移
り
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
八
十
六
歳
で
死
去
し
た
。

二　
「
次
第
」
と
「
覚
書
」
と
の
関
係

ま
ず
は
、
両
史
料
の
書
誌
情
報
と
伝
来
を
確
認
す
る
。

「
次
第
」
は
現
在
「
小
早
川
家
文
書
」
の
中
の
一
通
と
し
て
、
京
都
女
子
大
学
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。「
小
早
川
家
文
書
」
と
は
、
早
川
太
兵
衛
の
出
身
で
あ

る
、
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
の
小
早
川
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
年
代
の
判

明
す
る
も
の
で
は
天
正
二
〇
年
（
一
五
七
七
）
か
ら
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

ま
で
を
確
認
で
き
、
合
計
一
二
三
点
の
文
書
が
現
存
す
る
。
ま
た
、「
次
第
」
の
法

量
は
、
縦
二
三
・
八
㎝
、
横
六
一
一
・
二
㎝
で
あ
る
。
形
態
は
継
紙
（
未
装
巻
子

本
）
で
、
十
七
紙
の
竪
紙
を
張
り
継
い
で
い
る
。

一
方
の
「
覚
書
」
で
あ
る
が
、『
大
日
本
史
料
』
が
翻
刻
に
際
し
て
底
本
と
し
た

の
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
謄
写
本
（「
大
坂
合
戦
覚
書
」
請
求
記
号
：

二
〇
四
〇
・
五
―
一
〇
五
）
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
同
謄
写
本
は
、
小
早
川
彦
六
氏
所
蔵
史
料
を
採
訪
し
、

明
治
二
十
年
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
早
川
彦
六
氏
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
、
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
の
小
早
川

家
の
当
主
で
あ
（
（
（
る
。
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
小
早
川
彦
六
氏
所

蔵
史
料
の
中
に
は
「
小
早
川
家
覚
書
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
、「
覚
書
」
と
と
も
に

謄
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
「
小
早
川
家
覚
書
」
の
原
本
と
思
わ
れ

る
史
料
は
現
在
「
小
早
川
家
文
（
（
（
書
」
の
中
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
早
川

彦
六
氏
は
「
小
早
川
家
文
書
」
の
旧
蔵
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
か
ら
、「
覚
書
」
は
現
在
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
「
小

早
川
家
文
書
」
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
所
蔵
先
を

確
認
す
る
と
、「
次
第
」「
覚
書
」
の
両
史
料
と
も
、
か
つ
て
は
小
早
川
家
に
伝
来
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
太
兵
衛
の
戦
功
覚
書
が
、
子
孫
の
早
川
家

で
は
な
く
本
家
の
小
早
川
家
に
伝
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

続
い
て
、
両
史
料
の
内
容
を
比
較
・
検
討
し
、
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
両
史
料
を
読
み
比
べ
る
と
、
相
互
に
書
き
落
と
さ
れ
た
記
述
の
あ
る
こ
と

に
気
付
く
。
こ
れ
ら
は
戦
功
覚
書
の
内
容
を
筆
写
し
た
際
の
脱
落
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
判
断
し
て
、
両
史
料
は
一
方
が
親
で
他
方
が
子
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
い
ず
れ
も
原
本
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
別
の
写
本
か
ら
転
写
さ

れ
た
史
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
覚
書
」
に
は
謄
写
本
を
作
成
し
た
際
に
付
け
ら
れ
た
付
箋
箇
所
が
何
ヶ
所
か
あ

り
、
た
と
え
ば
「
覚
書
」
の
末
尾
付
近
に
は
、「
原
巻
以
下
半
切
紙
ニ
テ
記
載
ア
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リ
、
書
体
モ
前
文
ト
異
ナ
リ
」
と
注
記
さ
れ
た
付
箋
が
あ
る
。
付
箋
の
記
述
に
該
当

す
る
箇
所
は
、
後
掲
史
料
翻
刻
の
32
～
38
箇
条
目
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
覚
書
」

の
原
本
で
は
、
文
末
に
半
切
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
計
二
名
分
の
筆
跡
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
、「
次
第
」
で
は
該
当
箇
所
は
半
切
紙
で
は
な

く
、
筆
跡
も
全
体
を
通
し
て
一
筆
で
あ
る
。
こ
う
述
べ
る
と
、「
次
第
」
は
、
二
筆

で
書
か
れ
て
い
た
「
覚
書
」
を
一
人
の
人
物
が
写
し
た
た
め
、
一
筆
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
述
し
た
通
り
両
者
が
親
子
関
係
に
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
写
し
を
作
成
す
る
過
程
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
両
史
料
は
相
互
に
写
し
落
と
さ
れ
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
次
第
」
で
は
冒
頭
、「
覚
」
に
続
い
て
、「
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之

次
第
咄
申
ヲ
書
留
置
候
事
」
と
す
る
一
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
戦
功
覚
書
の
成
立

事
情
に
関
す
る
情
報
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
両
史
料
と
も
、
早
川
太
兵
衛
の

こ
と
は
、「
拙
者
」
や
「
我
等
」
と
い
っ
た
一
人
称
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
「
早
川

太
兵
衛
」
と
い
う
第
三
者
的
呼
称
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
「
早
川
太
兵
衛

大
坂
鑓
場
之
次
第
咄
申
ヲ
書
留
置
候
事
」
と
い
う
記
述
と
合
わ
せ
る
と
、
早
川
太
兵

衛
の
戦
功
覚
書
は
、
彼
が
話
し
た
こ
と
を
誰
か
（
具
体
的
に
は
不
明
）
が
書
き
留
め

る
こ
と
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
「
覚
書
」
の
本
文
中
に
は
複
数
の
虫
損
が
あ
り
、
文
字
の
判
読
が
困
難
な
箇

所
が
存
在
す
る
が
、「
次
第
」
に
は
虫
損
が
な
く
、「
覚
書
」
で
欠
落
し
た
情
報
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
覚
書
」
の
20
箇
条
目
は
、「
腰
□
□
□
□
□
□
ナ

シ
ウ
チ
ノ
甲
着
タ
ル
武
者
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
底
本
と
し
た
『
大
日
本
史

料
』
で
も
そ
の
通
り
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、「
次
第
」
を
参
照
す
る
こ
と
で
、「
腰

ミ
ノ
シ
テ
金
ノ
ナ
シ
ウ
チ
ノ
甲
着
タ
ル
武
者
」
と
補
訂
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

最
後
に
、
絵
図
の
描
写
範
囲
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
次
第
」「
覚
書
」
に
は
共
に
、

戦
場
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
図
の
冒
頭
に
「
岡
山
表
鑓
場
之
絵
図
之
次
第
」
と

あ
る
と
お
り
、
岡
山
表
の
戦
い
に
お
け
る
前
田
勢
と
大
坂
勢
の
鑓
合
わ
せ
の
場
所
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
史
料
と
も
描
写
内
容
は
同
じ
だ
が
、
描
写

範
囲
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、「
次
第
」
の
方
が
、
描
写
範
囲

が
広
く
、「
覚
書
」
で
は
、
大
坂
城
の
桜
御
門
よ
り
北
側
（
史
料
の
左
側
）
の
描
写

が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
次
第
」
を
見
る
と
、
大
坂
城
内
に
は
、
数
種
の

樹
木
が
特
徴
的
に
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
人
々
に
は
名
の
知
ら

れ
た
樹
木
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
覚
書
」
で
省
略
さ
れ
て
い
る

部
分
に
は
、「
次
第
」
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
枯
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
坂
城
の

枯
木
と
言
え
ば
、「
蓮
如
上
人
袈
裟
懸
の
（
（1
（
松
」
が
著
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
描
い
た

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
次
第
」
は
、
当
時
の
大
坂
城
内
の
景
観

を
う
か
が
う
画
像
史
料
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
「
次
第
」
と
「
覚
書
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
来
と
史
料
の
性
格
に
注

目
し
て
述
べ
て
き
た
。
太
兵
衛
の
戦
功
覚
書
の
原
本
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
現

状
に
お
い
て
は
、
残
さ
れ
た
写
本
か
ら
、
元
の
姿
を
出
来
る
限
り
復
元
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、『
大
日
本
史
料
』
に
採
録
さ
れ
従
来
知
ら
れ
て

い
た
「
覚
書
」
と
別
本
で
あ
る
「
次
第
」
を
複
合
的
に
検
討
し
、
情
報
量
の
多
い
後

者
を
も
と
に
し
て
復
元
を
試
み
る
作
業
は
有
効
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三　

翻　

刻

《
凡
例
》

一
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
覚
（
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之
次
第
）」
を
底

本
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
字
に
直
し
た
。
変
体
仮
名
の
う
ち
、「
江
（
え
）」・「
而
（
て
）」・

「
与
（
と
）」・「
ニ
（
に
）」・「
者
（
は
）」・「
茂
（
も
）」
に
つ
い
て
は
小
文
字

で
表
記
し
た
。

一
、
翻
刻
者
に
よ
る
説
明
注
は
（ 

）
で
、
文
字
に
関
す
る
注
は
〔 

〕
で
示
し
た
。

一
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
覚
（
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之
次
第
）」
に
の
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み
み
え
る
箇
所
は
『 

』
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
「
大
坂
合

戦
覚
書
」
に
の
み
み
え
る
箇
所
は
「 

」
で
そ
れ
ぞ
れ
く
く
っ
て
示
し
た
。

一
、
各
条
文
の
冒
頭
に
、
1
・
２
…
の
様
に
連
番
を
付
け
、
後
述
す
る
概
説
に
対
応

さ
せ
る
た
め
の
便
を
は
か
っ
た
。

一
、
絵
図
は
31
と
32
の
間
に
本
来
描
か
れ
て
い
る
が
、
版
面
の
都
合
上
、
翻
刻
の
末

尾
に
掲
載
し
た
。

一
、
絵
図
内
の
文
字
部
分
に
は
Ａ
～
Ｏ
の
記
号
を
付
け
、
絵
図
の
後
に
そ
の
翻
刻
を

掲
載
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

 

『
早
川
太
兵
衛
大
坂
鑓
場
之
次
第
咄
申
ヲ
書
留
置
候
事
』

１
一
元
和
元
年
乙
卯
五
月
七
日
大
坂
御
合
戦
之
砌
、
大
野
主（治
馬房）千
五
百
騎
之
大
将

也
、
右
千
五
百
騎
之
内
ニ
百
騎
頭
拾
五
人
在
り
、

２
一
拾
五
人
之
百
騎
頭
之
内
二
番
組
御
宿
越（正
友
）

前
守
、
一
組
百
騎
之
内
ニ
又
拾
人
ニ
壱

人
宛
之
組
頭
拾
人
在
り
、

右
小
組
頭
拾
人
共
ニ
百
騎
之
都
合
也
、

３
一
御
宿
越
前
守
組
下
拾
人
之
組
頭
之
内
早
川
太
兵
衛
組
下
之
面
々
書
印
也
、

早
組
頭

川
太
兵
衛

沖
組
下

次
郎
右
衛
門
「
尉
」
鑓
下
討
死	

立
同
断

見
市
郎
兵
衛
前
日
六
日
ノ
「
之
」合
戦
『
ニ
』
討
死

佐
同
断

々
長
右
衛
門
「
尉
」
鑓
下
討
死	

　

山

同
断

本
大
蔵

山
同
断

葉
左
ノ
介
後
『
ニ
』
角
左
衛
門
ト
云
、	

　

井

同
断

上
半
兵
衛
「
後
ソ
ラ
ヒ
ム
ラ
住
ス
」

　
　
　
　
　

 

「
後
野
々
村
住
」

山
同
断

田
文
右
衛
門
「
尉
」	

七
同
断

條
庄
左
衛
門

神
此
仁
ハ
他
組
也

尾
左
兵
衛
後
『
ニ
』
市
郎
左
衛
門
ト
云	

早
同
断

川
平
左
衛
門
太
兵
衛
弟
也

　

太
兵
衛
手
へ
加
り
鑓
場
江
一
所
ニ
罷
出
候　

４
一
五
月
七
日
大
坂
御
合
戦
之
砌
、
大
野
主
馬
千
五
百
騎
桜
之
御
門
ゟ
押
出
シ
、
岡

山
表
江
掛
り
候
所
ニ
、
其
節
御
宿
越
前
守
如
何
存
候
哉
、
敵
方
ト
城
方
両
方
馬

上
ニ
而
見
合
、
敵
江
掛
り
不
申
、
御
宿
ハ
引
返
シ
申
候
ニ
付
、
其
手
ハ
崩
敗
軍
仕

候
、
然
所
ニ
早
川
太
兵
衛
申
候
者
、
何
茂
鑓
ヲ
可
仕
ト
「
と
」存
者
ハ
、
爰
ニ
而
踏
ト
マ

レ
ト
申
候
得
ハ
、 

其
時
太
兵
衛
組
下
ニ
沖
次
郎
右
衛
門
、 

佐
々
長
右
衛
門
「
尉
」、 

神
尾
左
兵
衛
、
山
田
又
右
衛
門
、
山
葉
左
介
、
早
川
太
兵
衛
以
上
六
人
大
坂
方

踏
ト
マ
リ
並
居
候
て
偲
〔
鑓
カ
〕を
仕
申
候
、
跡
ハ
崩
申
候
事
、

５
一
其
節
御
宿
馬
印
ハ
、
浅
キ
ノ
四
半
ノ
大
織
掛
之
旗
ニ
而
御
座
候
事
、

６
一
太
兵
衛
急
度
存
儀
ハ
、
味
方
崩
口
之
鑓
ニ
候
へ
「
得
」ハ
、
縦
鑓
を
合
討
死
仕
候
而
茂
、 

大
坂
方
ノ
鑓
者
崩
口
ノ
鑓
ニ
而
、
追
討
ニ
仕
候
な
ど
ヽ
、
後
日
ノ
評
判
茂
御
座
候

而
ハ
、
骸
ノ
上
之
恥
辱
ト
存
、
迚
討
死
可
仕
候
ハ
ヽ
、
敵
江
御
宿
か
旗
ヲ
掛
ケ

而
、
何
茂
討
死
可
仕
与
存
、
若
又
千
ニ
一
生
残
り
罷
在
り
候
而
茂
、
後
日
の
証
拠
ニ

も
可
成
義
与
存
、
御
宿
馬
印
を
敗
軍
ノ
中
ゟ
、「
太
兵
衛
敵
へ
壱
町
五
段
程
掛

ケ
、
則
」
岡
山
表
道
筋
水
た
ま
り
鑓
場
ニ
押
立
、
右
六
人
之
大
坂
方
、
加
賀
ノ

先
手
江
掛
り
、
鑓
を
仕
申
候
事
、
加
賀
先
手
津
田
和
泉
守
、
同
外
記
、
野
村
左

馬
之
允
、
西
尾
隼
人
、
簾
原
織
部
、
丹
羽
織
部
、
鑓
場
ゟ
少
先
ノ
「
之
」衆
左
脇
宮
木

采
女
、
加
茂
外
記
、
同
右
脇
安
見
右
近
、
伴
野
雅
楽
、
以
上
加
賀
方
拾
人
也
、

太
兵
衛
鑓
合
手
津
田
和
泉
、
同
外
記
両
人
也
、

７
一
大
坂
方
六
人
之
者
加
賀
先
手
「
へ
」
掛
り
、
岡
山
表
道
筋
水
た
ま
り
与
「
ト
」云
所
ニ

而
鑓
を
合
候
事
、

８
一
岡
山
水
溜
与
云
所
ニ
土
橋
在
り
、
此
土
橋
ヲ
加
賀
之
先
手
踏
越
鑓
合
候
所

「
ニ
」、
後
ニ
ハ
大
坂
方
六
人
之
者
突
立
、
土
橋
を
踏
越
鑓
合
候
、
右
六
人
ノ
大

坂
方
之
内
沖
次
郎
右
衛
門
、
佐
々
長
右
衛
門
「
尉
」
爰
ニ
而
討
死
仕
候
事
、

９
一
早
川
太
兵
衛
鑓
合
手
ハ
津
田
和
泉
ト
鑓
合
候
事
、

10
一
太
兵
衛
初
手
ノ
鑓
、
和
泉
か
内
甲
与
存
突
所
ニ
、
少
ホ（穂
先
）

サ
キ
上
り
、
和
泉
か
甲

ノ
マ（
眉
庇
）

ビ
サ
シ
か
テ（頂
辺
）

ヘ
ン
ニ
当
ル
ト
覚
候
、
其
時
和
泉
甲
ツ
「
フ
」キ
カ
ヤ
シ
ノ
ツ
ケ
ニ

成
、 

内
甲
見
へ
申
候
、
初
手
ノ
鑓
ホ
サ
キ
上
り
申
候
与
存
、
二
度
目
ノ
鑓
を
押
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下
ケ
、
又
内
甲
与
存
突
所
ニ
、
内
甲
ニ
入
候
与
覚
候
、
又
三
度
目
ノ
鑓
を
内
甲
与

存
突
所
ニ
、
和
泉
左
脇
ニ
金
ノ
切
サ
キ
ノ
腰
ミ（簑
）ノ
シ
テ
、
梨
打
甲
着
タ
ル
者
三

度
目
「
ノ
」
鑓
を
長
刀
ニ
而
強
払
申
候
、
鑓
ハ
是
迄
ニ
而
互
ニ
両
方
引
取
り
申
候

事
、

11
一
太
兵
衛
組
下
山
葉
左
助
、
山
田
文
右
衛
門
「
尉
」、
神
尾
左
兵
衛
党
何
茂
鑓
を

合
候
、
其
場
ニ
而
、
山
田
文
右
衛
門
尉
鑓
疵
二
ヶ
所
蒙
、
鑓
引
取
り
、
文
右
衛

門
「
尉
」、
浅
キ
ノ
麦
藁
筋
ノ
三
尺
手
ヌ
グ
い
ニ
而
手
ヲ
掛
ケ
申
候
ヲ
、
太
兵
衛

見
テ
、
此
場
ニ
而
手
ヲ
掛
ケ
申
候
事
可
在
哉
、
鑓
ハ
仕
ル
、
退
而
命
ヲ
ツ
ゲ
ト

申
候
得
ハ
、
文
右
衛
門
、
太
兵
衛
方
江
向
而
、
ミ
タ
カ
〳
〵
ト
申
候
所
、
重
而

太
兵
衛
申
候
者
、
後
日
ノ
証
拠
ニ
ハ
早
川
太
兵
衛
可
成
ヲ
退
テ
命
ヲ
次
ト
高
音

ニ
敵
味
方
ノ
前
ニ
而
申
候
得
ハ
、
そ
れ
ゟ
文
右
衛
門
引
取
り
申
候
、
右
三
人
之

者
「
ノ
」
鑓
場
よ
り
直
ニ
退
申
候
事
、

12
一
太
兵
衛
鑓
場
ゟ
城
中
江
引
取
り
申
候
時
、
歩
行
武
者
之
事
ニ
候
ヘ
「
得
」ハ
、
可
然
馬

在
之
候
ハ
ヽ
、
何
者
ノ
馬
ニ
而
茂
候
得
引
た
く
り
乗
、
城
中
迄
可
参
与
存
見
合
罷

在
候
、
然
所
「
処
」ニ
何
者
之
馬
共
不
存
、
黒
ノ
馬
四
キ
程
茂
在
之
、
馬
ニ
梨
地
鞍
ヲ

置
、
浅
キ
ノ
手
綱
掛
ケ
、
口
取
り
扣
居
候
、
此
主
ハ
敵
与
組
上
へ
成
下
江
成
居

申
候
、
然
所
太
兵
衛
此
馬
可
然
与
存
、
リ（
理
不
尽
）

フ
ジ
ン
ニ
ム
ヅ
ト
乗
所
ニ
、
口
取

は（放
）な
し
不
申
候
を
、
其
時
太
兵
衛
刀
ヲ
抜
、
口
取
ヲ
一
討
ニ
と
存
振
上
候
得

ハ
、
口
取
り
討
レ
申
与
存
、
ア
ツ
ト
申
口
ヲ
は
な
し
申
所
、
手
綱
ヒ
ツ
タ
ク

リ
、
カ（鉸
具
）クヲ
ア
（
当
）テ
、
一
サ（散
）ンニ
御
城
御
門
際
迄
乗
付
、
そ
れ
よ
り
乗
捨
御
城
中

江
入
ル
「
候
」、

13
一
太
兵
衛
鑓
場
ゟ
直
ニ
退
不
申
、
御
城
中
江
入
申
候
分
ハ
、
先
祖
ゟ
相
伝
之
「
ノ
」感

状
、
御
城
中
陣
小
屋
ニ
差
置
申
候
ヲ
捨
置
儀
残
念
至
極
ニ
存
、
鑓
場
よ
り
取
り

ニ
参
候
、
最
早
落
城
ニ
及
、
旁
々
火
掛
り
、
御
門
打
、
海
老
ヲ
ヲ
ロ
シ
申
ニ

付
、
御
門
ゟ
入
事
相
不
叶
所
ニ
、
内
よ
り
大
綱
ヲ
サ
ケ
「
ゲ
」申
ニ
付
、
大
綱
ニ
取
り

付
、
石
垣
ヲ
登
り
、
御
城
中
江
入
申
候
所
、
最
早
陣
小
屋
茂
焼
失
仕
候
故
、
右

之
感
状
茂
其
節
焼
捨
申
候
事
、

14
一
御
宿
越
前
守
桜
之
門
よ
り
最
前
押
出
シ
、
両
方
見
合
、
俄
ニ
引
返
シ
申
候
ニ

付
、
其
手
崩
申
候
義
、
後
ニ
承
候
得
者
、
真
田
左（信
繁
）

衛
門
尉
方
へ
合
戦
之
相
談
申

合
ニ
罷
越
候
与
承
候
、
其
節
御
宿
者
越
前
勢
野
木
右（正
則
）近ニ
被
討
申
候
由
、

15
「
一
太
兵
衛
事
、
其
節
大
坂
ヲ
立
退
、
丹
波
国
桑
田
郡
野
々
村
与
云
所
ニ
忍
罷
在

候
、
其
後
ニ
山
城
国
葛カト
ノ野

郡
小
野
与
云
所
ニ
忍
罷
在
候
事
」

16
一
太
兵
衛
事
、 

山
城
国
小
野
郷
ニ
忍
罷
在
候
内
ニ
存
分
ハ
、 

今
度
大
坂
ニ
而
組
子
之
者

共
、
其
身
岡
山
表
ニ
而
加
賀
之
先
手
「
へ
」
掛
り
、
鑓
ヲ
何
茂
合
候
得
共
、
其
砌

家（徳
康川）公
ゟ
大
坂
籠
城
ノ
諸
浪
人
之
輩
、
御
改
易
之
御
法
度
厳
敷
御
座
候
ニ
付
、

何
茂
鑓
之
合
手
僉
儀
早
速
不
罷
成
、
鑓
流
居
申
候
儀
、
太
兵
衛
一
偏
ニ
口
惜

存
、
山
城
之
小
野
郷
ゟ
忍
而
加
賀
江
罷
越
、
水
野
内
匠
・
酒
井
寿
庵
ニ
逢
、
組

子
之
者
共
、
其
身
鑓
合
手
僉
儀
仕
ル
、
組
子
何
茂
鑓
合
手
相
極
候
事
、

17
一
太
兵
衛
鑓
合
手
津
田
和
泉
者
、
最
前
者
「
ハ
」相

知
レ
不
申
候
、
其
節
水
野
内
匠
、
酒

井
寿
庵
与
申
候
者
、
太
兵
衛
鑓
合
手
ハ
、
朱
具
足
ニ
金
之
コ
ク
餅
ノ
チ
ラ
シ
ノ

具
足
為
着
武
者
、
是
か
「
が
」太
兵
衛
鑓
合
手
ニ
而
可
有
之
哉
と
、
加
賀
ノ
侍
共
被
申

候
所
、
太
兵
衛
申
候
者
、
我
等
が
合
手
左
様
ノ
「
之
」具
足
着
タ
ル
武
者
ニ
而
無
御
座

候
、
我
等
が
合
手
ノ
着
タ
リ
候
具
足
者
、
ソ（
底
溜
）

コ
タ
メ
カ
、
ウ（
潤
）
ル
ミ
朱
カ
、
此
二

い
ろ
の
内
ノ
具
足
ヲ
着
た
る
武
者
ニ
而
御
座
候
、
何
も
の
ニ
而
茂
不
苦
候
、
右
此

二
色
ノ
内
の
具
足
為
着
武
者
、
僉
儀
被
成
相
知
レ
申
候
ハ
ヽ
、
何
時
成
共
可
被

仰
越
候
、
そ
の
節
早
速
罷
越
候
而
、
僉
儀
可
仕
候
、
た
と
へ
我
等
合
手
相
知
れ

不
申
候
而
、
鑓
流
申
候
共
、
少
茂
不
苦
候
、
我
等
組
子
ノ
者
共
の
鑓
合
手
相
知

レ
候
得
ハ
、
本
望
の
至
ニ
御
座
候
と
申
候
得
ハ
、
加
賀
の
「
ノ
」侍
共
、
太
兵
衛
鑓
合

手
相
知
レ
不
申
、
鑓
な
か
れ
候
儀
難
儀
ニ
存
、
是
非
最
前
申
候
朱
具
足
の
武
者

合
手
に
て
可
有
之
与
申
候
、
太
兵
衛
申
候
者
、
最
前
ゟ
「
よ
り
」何
茂
江
申
候
通
、
我
等
合

手
朱
具
足
之
武
□
「
者
」ニ
而
無
御
座
候
与
申
、
小
野
へ
罷
帰
り
候
事
、

18
一
太
兵
衛
鑓
合
手
重
而
相
知
レ
申
候
付
、
加
賀
ゟ
申
来
、
早
速
加
賀
へ
罷
越
僉
儀
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仕
候
事
、

19
一
水
野
内
匠
、
酒
井
寿
庵
被
申
候
ハ
、
津
田
之
「
ノ
」和
泉
守
具
足
ウ
ル
ミ
朱
ノ
具
足
ニ

而
、
貴
殿
前
方
よ
り
被
咄
候
口
ふ
り
ニ
相
申
候
間
、
和
泉
ニ
御
逢
、
岡
山
表
道

筋
水
た
ま
り
の
鑓
ノ
儀
、
僉
儀
可
有
候
と
両
人
之
衆
被
申
候
事
、

20
一
津
田
和
泉
ニ
太
兵
衛
逢
、
其
場
之
儀
僉
儀
ヲ
仕
候
、
太
兵
衛
申
候
ハ
、
初
手
の

鑓
内
甲
与
存
ツ
ク
所
ニ
、「
ホ
」
サ
キ
少
上
り
、
甲
ノ
手（頂
辺
）

ヘ
ン
カ
マ
ビ
サ
シ
ニ
鑓

当
り
候
与
覚
申
候
、
其
時
甲
ツ
キ
カ
ヤ
シ
ノ
ケ
ニ
成
、
内
甲
見
江
申
候
、
如
何

御
座
候
哉
と
尋
申
時
、
和
泉
被
申
候
者
、
成
程
初
手
ノ
鑓
甲
ノ
マ
ビ
サ
シ
ニ
当

り
、
其
時
ホ
サ
キ
二
三
分
程
ヲ（押
）シ
込
居
申
候
、
則
御
覧
可
有
与
被
申
、
甲
見
せ

被
申
、
甲
見
申
候
、
其
時
太
兵
衛
申
候
者
「
ハ
」、

初
手
「
ノ
」
鑓
先
上
り
申
ニ
付
、

二
度
目
ノ
鑓
ヲ（
思

下

）

ボ
シ
サ
ゲ
、
又
内
甲
与
存
ツ
ク
所
、
大
形
内
甲
へ
入
候
与
覚
申

候
、
如
何
御
座
候
哉
与
尋
申
候
、
其
時
和
泉
被
申
候
ハ
、
成
程
内
甲
へ
入
、
其

時
下
「
ニ
」
ハ
（
歯
）三
枚
ツ（
突
折
）

キ
ヲ
ラ
レ
申
候
、
則
此
手
に
て
候
与
被
申
候
、
扨
太
兵

衛
又
三
度
目
ノ
鑓
内
甲
与
存
ツ
ク
所
ニ
、
和
泉
左
脇
ニ
金
ノ
切
サ
キ
ノ
腰
ミ「□
ノ□

シ□
テ□
金□
ノ□」ナ
シ
ウ
チ
ノ
甲
着
タ
ル
武
者
、
長
刀
ニ
テ
我
等
鑓
ヲ
払
申
候
者
ハ
、

何
者
ニ
而
御
座
候
哉
と
太
兵
衛
尋
申
候
得
ハ
、
和
泉
被
申
候
者
、
其
者
ハ
我
等

弟
津
田
外
記
ニ
而
御
座
候
与
被
申
候
、
其
時
殊
外
強
被
払
申
事
ニ
候
、
其
後
者
大

坂
落
城
ニ
付
、
互
ニ
鑓
引
取
『
り
』
申
候
事
、

21
一
其
節
鑓
場
ニ
而
ハ
、
相
方
歩
行
武
者
折
立
而
ノ
鑓
也
、

22
一
津
田
外
記
ハ
、
其
時
加
賀
ノ
使
番
ニ
而
御
座
候
也
、
先
手
之
者
鑓
合
候
か
見
テ

参
候
へ
と
御
座
候
而
、
鑓
場
へ
参
ル
事
急
ニ
御
座
候
ニ
付
、
立
帰
言
上
申
ニ
不

及
、
和
泉
与
一
所
ニ
而
働
申
事
、

23
一
太
兵
衛
加
賀
へ
鑓
ノ
僉
儀
ニ
参
候
時
、 

加
賀
ノ
侍
共
、
太
兵
衛
ニ
被
申
候
者
「
ハ
」、 

今

度
大
坂
方
ノ
鑓
ハ
、
崩
口
ノ
鑓
ニ
而
、
ツ
カ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
鑓
、
正
真
ノ
サ（鷺
）キ
ノ

「
ギ
」

捨
バ（嘴
）シ
ノ
鑓
ト
云
物
与
申
候
、
其
時
太
兵
衛
加
賀
ノ
侍
共
ニ
申
候
者
、
大
坂
方

ノ
鑓
崩
口
ノ
鑓
ニ
テ
、
突
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
サ（鷺
）ギ
ノ
捨
バ
シ
ノ
鑓
与
被
申
候
ハ
、
何
茂

ハ
越
前
ガ
馬
印
旗
加
賀
方
へ
掛
り
候
と
「
を
」見
被
申
候
哉
与
太
兵
衛
申
候
、
其
時
加

賀
の
侍
共
申
候
者
、
其
旗
ハ
懸
り
候
茂
崩
候
茂
、 

慥
ニ
覚
不
申
候
与
申
候
、 

其
時

太
兵
衛
申
候
者
、 

扨
ハ
加
賀
の
侍
共
ハ
、
其
節
大
キ
ニ
ウ（
狼
狽
）

ロ
タ
ヘ
申
候
与
存
候
、

マ（
眼

玉

）

ナ
コ
ダ
マ
見
へ
タ
ル
者
ハ
壱
人
も
無
之
と
存
候
、
御
宿
か
「
が
」旗

掛
り
タ
ル
も
引

タ
ル
モ
覚
不
申
候
と
御
座
候
ハ
、
大
キ
ニ
ウ
ロ
タ
ヘ
眼
見
へ
不
申
与
存
候
ト
太

兵
衛
申
候
得
者
、
其
時
加
賀
ノ
侍
共
申
候
者
、
誠
ニ
承
ハ
存
出
「
□
」シ
候
、
其
節
越

前
旗
敗
軍
ノ
内
ゟ
「
よ
り
」此

方
へ
掛
り
而
、
大
坂
方
何
茂
鑓
ヲ
被
合
候
所
ニ
在
之
候
与
覚

申
候
与
被
申
候
、
扨
其
旗
は
何
者
「
か
」
掛
ケ
申
候
哉
与
加
賀
衆
尋
被
申
候
、

其
時
太
兵
衛
申
候
ハ
、
た
と
へ
討
死
仕
候
共
、
敵
へ
旗
を
か
け
て
討
死
仕
候
得

者
本
望
与
存
候
、
又
ハ
大
坂
方
崩
口
ノ
鑓
ニ
候
得
ハ
「
者
」、

追
討
な
ど
に
被
致
候
な

ど
ゝ
、
後
日
ノ
批
判
茂
御
座
候
「
得
」
ハ
、
骸
ノ
上
ノ
恥
辱
与
存
、
又
ハ
生
残

り
候
『
て
』
も
、
後
日
ノ
証
拠
ニ
茂
可
成
義
と
存
、
我
等
御
宿
か
馬
印
壱
町
五

段
程
敵
方
へ
掛
ケ
、
大
坂
方
者
共
何
も
鑓
を
合
申
『
候
』
事
、

24
一
岡
山
表
道
筋
水
た
ま
り
与
申
所
ハ
、
城
中
ゟ
壱
里
之
余
茂
御
座
候
、
一
方
ハ
山

ニ
而
、
一
方
ハ
足
入
の
大
ふ
け
中
ニ
海
道
在
り
、
水
溜
り
ト
云
所
ハ
一
方
ノ
山

よ
り
水
流
出
、
一
方
の
足
入
の
フ
ケ
へ
水
か
ゝ
り
候
、
折
節
大
坂
の
為
要
害

ノ
、
件
の
大
ふ
け
を
に
ご
し
置
也
、

25
一
水
た
ま
り
ハ
海
道
の
内
地
窪
な
る
所
也
、
此
所
ニ
土
橋
在
り
、
最
前
ハ
加
賀
勢

此
土
橋
を
打
越
、
大
坂
方
六
人
之
者
共
鑓
を
合
候
所
、
其
後
ハ
大
坂
方
よ
り
六

人
之
も
の
と
も
ツ
キ
立
、
土
橋
を
踏
越
鑓
を
合
候
、
其
場
ニ
而
大
坂
方
佐
々
長

右
衛
門
尉
、
沖
次
郎
右
衛
門
尉
両
人
打
死
仕
ル
也
、

26
一
此
水
た
ま
り
の
大
沼
の
廻
ニ
、
其
節
加
賀
越
前
ノ
大
軍
乃
輩
満
々
タ
リ
、
爰
ニ

而
の
鑓
を
見
物
ス
、

27
一
太
兵
衛
大
坂
ニ
而
鑓
ヲ
合
候
時
ハ
、
歳
四
十
二
歳
也
、
鑓
合
手
津
田
和
泉
も
同

年
也
、

28
一
太
兵
衛
丹
波
よ
り
大
坂
江
籠
城
仕
候
節
ハ
、
雑
兵
三
拾
五
人
ニ
而
籠
申
候
事
、
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29
一
御
宿
越
前
守
歳
、
其
時
分
ハ
七
十
歳
程
、
打
死
也
、
関
ケ
原
大
坂
両
度
相
勤
由
、

30
一
太
兵
衛
組
子
之
内
四
人
ハ
、
其
日
之
使
役
ニ
当
り
、
右
ノ
鑓
場
江
不
罷
出
候
、

立
見
市
郎
兵
衛
者
前
日
六
日
ノ
合
戦
ニ
打
死
仕
候
也
、

31
一
太
兵
衛
鑓
合
手
津
田
和
泉
守
よ
り
証
拠
ニ
脇
指
・
状
二
通
参
在
之
候
、

32
一
太「大
坂
ニ
而
太
兵
衛
之
」

兵
衛
大
坂
ニ
而
之
鑓
ハ
ホ（穂
欠
）

カ
ケ
テ
弐
間
壱
尺
也
、

33
一
甲
ハ
星
サ
ビ
い（色
）ロ、

具
足
ハ
真
ゴ
ン
毛
引
也
、

34
一
陣
刀
ハ
弐
尺
八
寸
、
作
ハ
大
志
津
也
、

35
一
太
兵
衛
儀
、
播（播
磨
国
）
州
姫
路
ニ
而
本（忠
義
）多之
御
家
江
罷
出
候
事
、

36
一
神
尾
左
兵
衛
、
山
葉
左
介
両
人
ハ
、
太
兵
衛
よ
り
先
ニ
御（本
多
）家へ「ニ
」罷

出
候
、

37
一
山
田
文
右
衛
門
『
尉
』
ハ
、
何
方
へ
も
不
罷
出
、
浪
人
ノ
内
病
死
仕
候
、
生
国

江
州

（
近
江
国
）者「之
者
」
ニ
候
由
、

38
一
太
兵
衛
儀
、
加
賀
ニ
而
何
茂
評
判
ニ
ハ
、
太
兵
衛
与
「
ト
」申
者
は
「
ハ
」、
並「并
之
」の者
に「ニ
而
ハ
」

て
は
な

く
候
、
か（嵩
）さハ（
端
張
）

タ
バ
リ
有
テ
、
御
宿
人
数
敗
軍
之
中
に
「
ニ
」生
死
、
後
日
の
「
之
」証
拠
に
「
等
」

も
可
成
義
を
急
度
存
、
御
宿
か
「
ケ
」馬
印
を
加
賀
の
「
之
」先
手
『
へ
』
か
け
而「て
」鑓
を
合
候

事
、
扨
太
兵
衛
鑓
の
「
之
」相
手
ノ
「
之
」為
着
具
足
の
「
ノ
」色
憒
閙
敷
所
「
処
」ニ

テ「而
」、
能
慥
ニ
覚
候

事
、
眼
の
明
ニ
能
見
へ
申
候
与
「
間
」申
候
事
、

扨
又
加
賀
江
鑓
之
僉
儀
ニ
参
、
組
子
ノ
「
之
」者
共
之
鑓
流
居
申
候
を
太
兵
衛
僉
儀

仕
、
何
茂
「
も
」鑓
ノ
「
之
」合
手
相
究
、
鑓
に
仕
候
事
唯
者
ニ
而
者
な
く
候
、
勇
士
に
「
ニ
」て
候
与

感
心
申
候
事
、
こ
れ
は
「
ハ
」加
賀
に「ニ
而
」ての
何
茂
評
判
之
由
ニ
御
座
候
事
、

四　

内
容
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
前
章
の
全
文
翻
刻
を
踏
ま
え
て
、「
次
第
」
に
見
ら
れ
る
主
要
な
内

容
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。「
次
第
」
は
そ
の
内
容
か
ら
、（
一
）
慶
長
二
〇
年
五
月

七
日
に
お
け
る
岡
山
表
の
戦
い
（
1
～
14
。
以
下
、
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
の
算
用
数
字

は
、「
次
第
」
の
翻
刻
に
付
け
た
箇
条
書
き
の
連
番
を
示
す
）・（
二
）
大
坂
の
陣
後

に
お
け
る
加
賀
藩
士
と
の
交
流
（
15
～
31
）・（
三
）
絵
図
（
Ａ
～
Ｏ
）・（
四
）
加
賀

藩
士
と
の
交
流
後
の
、
早
川
太
兵
衛
や
組
子
の
来
歴
（
32
～
38
）
と
、
大
き
く
四
つ

の
パ
ー
ト
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
全
三
十
八
箇
条
に
も
及
ぶ
長
文
の
た
め
、
す

べ
て
の
箇
条
を
総
花
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
と

お
り
、「
次
第
」
の
う
ち
、
豊
臣
方
か
ら
み
た
戦
闘
の
経
過
や
、
大
坂
の
陣
後
に
お

け
る
大
坂
落
人
の
動
向
、
敵
味
方
を
越
え
た
武
士
間
交
流
に
関
す
る
、
い
く
つ
か
の

注
目
す
べ
き
箇
条
を
取
り
上
げ
、
解
説
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
解
説
の
内
容

が
第
一
章
の
来
歴
と
重
な
る
点
も
あ
る
が
、
こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

第
一
に
、
岡
山
表
の
戦
い
に
関
わ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
豊
臣
方

の
戦
闘
の
経
過
を
、
具
体
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
来
歴
で
触
れ
た
通
り
、

早
川
太
兵
衛
は
御
宿
正
友
の
旗
下
に
所
属
し
て
い
た
。
御
宿
は
徳
川
方
と
の
全
面
対

決
の
た
め
出
陣
中
、
岡
山
表
に
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
敵
勢
と
味
方
の
双
方
を

眺
め
て
、
突
然
進
軍
を
止
め
、
元
来
た
道
を
引
返
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

時
の
太
兵
衛
の
と
ま
ど
い
が
「
其
節
御
宿
越
前
守
如
何
存
候
哉
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
（
4
）。

別
の
箇
所
で
は
御
宿
の
突
然
の
翻
意
に
つ
い
て
、
太
兵
衛
は
「
真
田
左
衛
門
方
へ

合
戦
之
相
談
申
合
ニ
罷
越
候
与
承
候
」
と
説
明
し
て
お
り
、
岡
山
か
ら
西
に
お
よ
そ

三
㎞
と
、
近
場
の
茶
臼
山
（
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
茶
臼
山
町
）
に
布
陣

し
て
い
た
真
田
信
繁
の
も
と
へ
相
談
に
赴
く
た
め
で
あ
っ
た
（
14
）。
結
果
的
に
、

御
宿
の
こ
の
行
動
が
、
味
方
勢
に
敗
走
し
た
も
の
と
誤
解
さ
れ
、
豊
臣
方
全
体
の
士

気
を
下
げ
て
し
ま
い
、
総
崩
れ
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
御
宿
は
、
真
田
の
元

に
た
ど
り
着
く
こ
と
な
く
、
越
前
勢
の
兵
士
に
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
（「
其
節
御
宿

者
越
前
勢
野
木
右
近
ニ
被
討
申
候
由
」）。
こ
の
よ
う
に
豊
臣
方
を
め
ぐ
る
戦
局
は
流

動
的
で
、
刻
一
刻
と
情
勢
が
変
化
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

指
揮
官
不
在
と
な
っ
た
太
兵
衛
は
、
進
軍
す
る
か
、
そ
れ
と
も
退
却
す
る
か
、
選

択
を
迫
ら
れ
た
。
味
方
勢
が
み
な
敗
退
す
る
中
、
組
子
の
者
達
に
、
鑓
合
わ
せ
し
た

い
者
は
、
踏
み
留
ま
れ
と
号
令
し
た
（
4
）。
さ
ら
に
、
後
日
の
戦
働
き
の
証
拠
と
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初
手
鑓

場
是
也

拾 人
加 賀 方

土
橋

大
坂
六
人
ノ

者
此
土
橋
ヲ

突
立
掛
テ
後
ノ
鑓

海
道
ノ
窪

見
成
所
ニ
而

両
方
打
立
テ
ノ
鑓
也 六人者

大坂方

是大キ成
沼也、折節ニコリテ

　　有之也

拾 人

人 人
人 人 人
人
人
人
人
人

人人人

人
人
人
人
人人 人 人

人
人
人
人
人

加 賀 方

後
ノ
鑓
場

是
也
、
爰
ニ
而

大
坂
方
六
人

之
内
沖
次
郎
右
衛
門
・

佐
々
長
右
衛
門
打
死

仕
ル
也
、

此
大
フ
ケ
ノ
際
ニ

加
賀
越
前
ノ
大
軍

満
々
タ
リ
、
爰
ニ
而
ノ

鑓
ヲ
見
物
ス

南

一
此
フ
ケ
ニ
コ
リ

足
入
ト
見
へ
候
ニ
付
、

寄
手
ア
ヤ
フ
ミ

是
ニ
扣
居
ル
、

爰
ヲ
水

溜
り
ト
云
、

大
フ
ケ
也
、

水
た
ま
り
の

鑓
与
云
是
也
、 △

岡
山
表
鑓
場
之
絵
図
之
次
第
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I

H
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桜御門

大
坂

御
城

岡
山
表
ノ
海
道
也
、

一
方
ハ
山
、
一
方
ハ
沼
也
、

　
　
中
ニ
海
道
有
り
、

六人

人
人
人
人
人
人

大坂方ノ者
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す
る
た
め
、
前
田
勢
の
陣
営
に
果
敢
に
攻
め
込
み
、
御
宿
の
旗
印
を
立
て
掛
け
て
い

る
。
こ
の
と
き
の
太
兵
衛
は
「
骸
ノ
上
之
恥
辱
ト
存
、
迚
討
死
可
仕
候
ハ
ヽ
、
敵
江

御
宿
か
旗
ヲ
掛
ケ
而
、
何
茂
討
死
可
仕
与
存
」
と
討
死
覚
悟
で
戦
功
を
挙
げ
る
こ
と

に
執
着
し
て
お
り
（
6
）、
た
と
え
討
死
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
何
よ
り

戦
功
を
挙
げ
る
こ
と
を
優
先
す
る
、
当
時
の
武
士
の
倫
理
観
が
読
み
取
れ
よ
う
。

第
二
に
、
大
坂
の
陣
後
に
お
け
る
大
坂
落
人
の
所
遇
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
認

め
ら
れ
る
。
大
坂
の
陣
後
太
兵
衛
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
野
々
村
、
次
い
で
山
城
国
葛

野
郡
小
野
に
隠
れ
潜
ん
で
い
た
（
15
～
16
）。
こ
の
よ
う
に
人
目
を
避
け
た
理
由

は
、
当
時
徳
川
家
康
が
、
大
坂
落
人
を
見
つ
け
次
第
改
易
す
る
よ
う
命
令
を
下
し
て

い
た
か
ら
だ
と
い
う
（
16
）。
実
際
、
大
坂
落
城
後
間
も
な
く
の
元
和
元
年
（
一
六

一
五
）
五
月
十
二
日
付
で
、
徳
川
秀
忠
付
老
中
の
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
世
か
ら
、
大

名
達
に
対
し
て
、
大
坂
落
人
が
領
内
に
潜
伏
し
て
い
た
ら
捕
縛
し
、
そ
の
身
柄
を
京

都
へ
移
送
す
る
よ
う
指
示
が
布
達
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
そ
の
後
の
大
坂
落
人
の
処
遇
に
つ

い
て
は
、
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
、
助
命
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
落

人
の
多
く
は
、
原
則
大
名
家
に
仕
官
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
元

和
九
年
（
一
六
二
三
）
閏
八
月
二
十
八
日
に
恩
赦
が
下
さ
れ
る
ま
（
（1
（
で
、
そ
の
立
場
は

不
安
定
な
ま
ま
だ
っ
た
。

し
か
し
太
兵
衛
は
、
先
述
し
た
通
り
、
大
坂
の
陣
で
戦
働
き
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
身
を
含
め
、
組
子
の
者
た
ち
の
戦
功
が
評
価
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
無
念
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
太
兵
衛
は
、
捕
縛
さ
れ
る
危
険
性
を
犯
し
て
で

も
、
加
賀
ま
で
出
向
（
（1
（
き
、
戦
功
の
証
明
を
行
お
う
と
し
た
（
16
）。
こ
こ
か
ら
も
、

戦
功
を
尊
ぶ
、
当
時
の
武
士
の
心
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

な
お
、
太
兵
衛
が
加
賀
へ
赴
い
た
時
期
は
「
次
第
」
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、「
家
康
公
ゟ
大
坂
籠
城
ノ
諸
浪
人
之
輩
、
御
改
易
之
御
法
度
厳
敷
御
座
候
」

（
16
）
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
取
り
上
げ
た
落
人
の
捕
縛
令
発
令
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠

く
な
い
時
期
で
、
な
お
か
つ
家
康
が
生
存
し
て
い
る
間
に
出
向
い
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
家
康
は
元
和
二
年
四
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
坂
落
城
後
の

元
和
元
年
五
月
か
ら
同
二
年
四
月
の
間
が
該
当
し
よ
う
。

第
三
に
、
敵
味
方
を
越
え
た
武
士
間
交
流
の
具
体
的
な
有
り
様
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
加
賀
に
到
着
し
た
太
兵
衛
は
、
加
賀
藩
士
の
水
野
内
匠
、
酒
井
寿
庵
と
対
面

し
、
彼
ら
が
組
子
の
者
達
の
鑓
合
の
相
手
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
た
（
16
）。
し
か

し
、
太
兵
衛
の
鑓
相
手
に
つ
い
て
は
、
初
回
の
加
賀
訪
問
時
に
は
判
明
せ
ず
、
い
っ

た
ん
小
野
へ
と
帰
郷
し
て
い
る
（
17
）。
そ
の
後
太
兵
衛
は
、
水
野
・
酒
井
両
名
を

通
じ
て
、
自
身
の
鑓
合
の
相
手
で
あ
る
津
田
が
鑓
合
わ
せ
の
相
手
だ
と
特
定
し
た

（
18
～
19
）。

再
び
加
賀
を
訪
れ
た
太
兵
衛
は
、
津
田
と
甲
冑
の
色
（「
金
の
梨
内
の
甲
」）
や
鑓

傷
（「
甲
ノ
頂
辺
カ
眉
久
ニ
鑓
当
り
」「
下
ニ
歯
三
枚
突
折
」）
な
ど
、
実
際
に
当
時

被
っ
て
い
た
甲
ま
で
持
ち
出
し
て
微
細
に
確
認
し
合
っ
て
い
る
（
20
）。
そ
の
間
お

互
い
の
主
張
を
巡
り
、
時
に
口
論
に
発
展
す
る
場
面
も
あ
っ
た
（
23
）。
た
と
え
ば

津
田
が
、
太
兵
衛
ら
大
坂
方
の
戦
功
を
「
崩
口
の
（
（1
（
鑓
」
だ
と
過
小
評
価
す
る
と
、
太

兵
衛
は
、
御
宿
の
旗
が
前
田
陣
営
内
に
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
津
田
は
覚
え
て
も

い
な
い
と
非
難
し
て
、
加
賀
勢
を
「
眼
玉
見
へ
タ
ル
者
ハ
壱
人
も
無
之
」
な
ど
と
罵

倒
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
激
し
い
口
論
が
あ
っ
て
も
両
者
の
関
係
が
決
裂

す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
津
田
を
は
じ
め
と
す
る
加
賀
藩
士

は
、
い
ず
れ
も
太
兵
衛
の
戦
功
を
証
明
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
加
賀

藩
士
が
協
力
的
で
あ
っ
た
一
因
と
し
て
、
当
時
の
加
賀
藩
内
の
事
情
が
関
係
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
加
賀
藩
で
は
元
和
二
年
に
、
岡
山
表
の
戦
い
を
含

む
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
藩
士
た
ち
の
論
功
行
賞
が
実
施
さ
れ
た
が
、
戦
功
の
優
劣

の
判
定
を
め
ぐ
り
、
家
臣
た
ち
が
互
い
に
意
見
を
譲
ら
ず
、
口
論
に
及
ん
だ
と
言

う
。
そ
の
た
め
、
加
賀
藩
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
論
功
行
賞
の
や
り
直
し
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
（
（1
（
た
。
し
た
が
っ
て
加
賀
藩
士
達
も
ま
た
再
度
の
戦
功
吟
味
に
備
え
て
、
太

兵
衛
の
よ
う
な
戦
功
の
証
人
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
小
早
川
家
文
書
（
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
）』（
資

料
Ｉ
Ｄ
：
1
0
4
5
0
1
1
0
7
、
請
求
記
号
2
1
6
・
2
／
Ｋ
Ｏ
1‌

2
／
3
）
所

収
、
整
理
番
号
65
号
文
書
。

（
2
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
十
九
冊
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
三
年
、
五
六
九
～
五
七
九
頁
）。
な
お
、
文
字
情
報
の
み
の
収
載
と

な
っ
て
お
り
、「
覚
書
」
に
あ
る
絵
図
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

母
利
美
和
・
有
働
春
香
・
三
村
明
依
子
「
山
城
国
伏
原
家
文
書
・
伏
見
同
心
田
村

家
文
書
・
草
津
宿
助
郷
大
路
井
村
文
書
・
田
丸
城
古
記
・
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
小

早
川
家
文
書
」（『
史
窓
』
六
七
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
小
早
川
家
文
書
の
解
説
は

母
利
氏
執
筆
。

（
4
）　
「
早
川
太
兵
衛
勝
正
」（
柏
木
輝
久
『
大
坂
の
陣
豊
臣
方
人
物
事
典
』
宮
帯
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
、
五
三
三
～
五
三
四
頁
）。

（
5
）　
「
小
早
川
家
覚
書
」
に
拠
れ
ば
、
丹
波
の
小
早
川
家
は
、
小
早
川
隆
景
の
養
父
・

詮
平
と
い
う
人
物
を
初
代
と
す
る
と
主
張
す
る
が
、
安
芸
小
早
川
家
側
の
系
図
か
ら

は
、
養
父
は
別
の
人
物
で
あ
り
、
詮
平
の
実
在
は
確
認
出
来
な
い
（
前
掲
注
3
母
利

論
文
参
照
）。

（
6
）　

小
早
川
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
西
田
村
の
百
姓
で
あ
っ
た
（
前
掲
注
3
母
利
論

文
参
照
）。

（
7
）　

文
書
目
録
・
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
注
3
母
利
論
文
参
照
。

（
8
）　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
生
ま
れ
、「
彦
六
」
は
小
早
川
家
当
主
の
通
称
。「
覚

書
」
の
謄
写
本
作
成
時
の
明
治
二
十
年
に
は
、
西
田
村
他
九
ヶ
村
連
合
戸
長
を
務
め

て
い
た
（
佐
野
精
一
「
小
早
川
彦
六
君
」（『
京
都
府
会
議
員
列
伝
』
金
口
木
舌
堂
、

一
八
七
四
年
、
五
九
～
六
〇
頁
）。

（
9
）　

整
理
番
号
1
0
3
号
文
書
。

（
10
）　

大
坂
城
の
前
身
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
八
世
蓮
如
が
建
立
し
た
大
坂
（
石
山
）
御

坊
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
坂
城
内
に
は
現
在
も
、
蓮
如
が
袈
裟
を
掛
け
た
と
伝
わ
る

松
の
巨
大
な
枯
株
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
絵
図
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
大

坂
城
本
丸
の
天
主
脇
に
「
袈
裟
懸
の
松
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
北
川
央

『
大
坂
城
―
秀
吉
か
ら
現
代
ま
で
50
の
秘
話
―
』
新
潮
社
、
二
〇
二
一
年
、
一
七
八

～
一
八
二
頁
）。

（
11
）　
「
元
和
元
年
五
月
十
二
日
付
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
世
連
署
奉
書
写
」（『
佐
賀
県
近

世
史
料
』
第
一
編
第
二
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
、
三
二
四
頁
）。

（
12
）　
「
元
和
九
年
閏
八
月
二
十
八
日
付
板
倉
重
宗
書
状
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
二　

浅
野
家
文
書
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八

年
、
一
六
六
頁
、
一
二
三
号
文
書
）。

（
13
）　

加
賀
領
内
で
も
、
落
人
の
捕
縛
徹
底
が
指
示
さ
れ
て
い
た
（「
元
和
元
年
五
月
十

六
日
付
前
田
利
常
書
状
」
石
川
県
美
術
館
編
『
前
田
利
常
展
―
官
営
の
加
賀
文
化

―
』
一
九
七
六
年
、
三
〇
頁
、
五
号
文
書
）。

（
14
）　
「
崩
口
の
鑓
」
は
「
鷺
の
捨
嘴
」
と
言
い
換
え
て
お
り
、
味
方
陣
営
が
敗
色
濃
厚

な
中
で
、
最
後
の
抵
抗
を
指
す
言
葉
。
概
し
て
大
勢
に
影
響
の
な
い
様
を
指
す
。

（
15
）　
「
三
壺
聞
書
」（
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
第
二
編
、
清
文
堂
出

版
、
一
九
七
〇
年
、
六
五
二
～
六
五
八
頁
）。

〔
付
記
〕
本
史
料
の
全
文
翻
刻
お
よ
び
画
像
の
掲
載
に
あ
た
り
、
所
蔵
館
で
あ
る
京
都
女
子

大
学
図
書
館
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
松
澤
克
行
氏
、
さ

ん
ご
の
会
（
第
四
次
）
の
会
員
の
皆
様
か
ら
様
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般
共

同
研
究
（
二
〇
二
五
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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